




































































































　2017 年度～ 2018 年に教育実習事前指導の授業（授業名は、教育実習指導）


























うか不安だ（逆転項目）、など 6 項目）」、の 3 因子から構成される（表 1）。回
答は各項目に対して「とてもそう思う（5）～全くそう思わない（1）」の 5 件法
とし、得点化した。信頼性の検討のため、各因子についてα係数を算出した
ところ、順にα =.910, .855, .813 であり、いずれの因子も十分な内的整合性
が得られた。各因子の項目の得点の平均値をその因子の尺度得点とした。各
因子とも 1 ～ 5 点の得点範囲で、その因子の教師効力感の高さを示している。

















































M 2.64 2.85 3.00
（SD） （0.68） （0.64） （0.69）
　実習後
M 3.18 3.38 3.64









因子を抽出した結果、表 3 に示す 2 因子が得られた。各因子に対する因子負




係数を算出したところ、順にα =.766, .709 であり、いずれの因子も十分な内
的整合性が得られた。各因子の項目の得点の平均値をその因子の尺度得点と
した。各因子とも 1 ～ 5 点の得点範囲で、その因子の実習における不安の高
さを示している。
表 3　設問 2「実習における不安」の因子分析の結果
因子 1 因子 2 共通性
因子 1：態度面の不安
　職員に対する態度（接し方、指導の受け方） .864 .202 .756
　生活態度（成人としての生活マナー等） .678 .294 .511
　生徒に対する接し方 .543 .224 .324
　教師の諸活動の補助（掃除、片付け、日常事務等） .530 .247 .319
因子 2：技量面の不安
　責任実習の計画（指導計画案作成の技術） .207 .828 .698
　実習日誌の書き方、まとめかた .325 .583 .412
　教師として必要な技術（指導力等） .246 .573 .363

































各群の人数を表 5 に示す。χ 2 乗検定の結果、実習前においては「明確」と回





明確 どちらともいえない 明確でない 合計 欠損値
52（56.5） 24（26.1） 16（17.4） 92（100） 2
（実習後）教師観の変化
変化した どちらともいえない 変化しなかった 合計 欠損値






習前後の各群の人数を表 6 に示す。χ 2 乗検定の結果、実習前においては回
答の度数に差は見られなかった（χ 2（2）=1.41, n.s.）。また、実習後においては





明確 どちらともいえない 明確でない 合計 欠損値
33（36.3） 33（36.3） 25（27.5） 91（100） 3
（実習後）教育観の変化
変化した どちらともいえない 変化しなかった 合計 欠損値
























決定係数（自由度調整済 R2）  .367**  .446**  .237**
学級管理・運営効力感 -.398*** -.460*** -.271
教授・指導効力感  .007  .066 -.064
生徒理解・関係形成 -.249** -.290* -.268✝
教師観 -.095 -.127 -.042
教育観  .051  .012  .011









決定係数（自由度調整済 R2）  .403**  .330**  .312**
学級管理・運営効力感 -.211*** -.160*** -.253
教授・指導効力感 -.489*** -.419*** -.459***
生徒理解・関係形成  .007 -.055  .080
教師観  .028 -.012  .042
教育観 -.021 -.047  .039
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